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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月27日(2021.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　図４，５に示すように、端子金具３０は、左右対称な左前板部４４（請求項に記載の前
板部）と右前板部４５とを有する。左前板部４４は、左側板部３３（弾性接触片４０が連
なる基板部３２とは別の板状部）の前端縁から左側板部３３と直角に右方へ片持ち状に延
出している。右前板部４５は、右側板部３４（弾性接触片４０が連なる基板部３２とは別
の板状部）の前端縁から右側板部３４と直角に左方へ片持ち状に延出している。正面視に
おいて、左前板部４４と右前板部４５は、筒部３１の左右方向中央部で互いに間隔を空け
て左右に並んでいる。左前板部４４と右前板部４５は、いずれも、弾性接触片４０の前端
（折返部４１）よりも前方に位置し、弾性接触片４０の少なくとも折返部４１を前方から
覆うように保護している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　［実施例２］
　本開示を具体化した実施例２を、図６を参照して説明する。本実施例２は、端子金具５
０の左前板部５１（請求項に記載の前板部）と右前板部５２を上記実施例１とは異なる構
成としたものである。その他の構成については上記実施例１と同じであるため、同じ構成
については、同一符号を付し、構造、作用及び効果の説明は省略する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　左前板部５１は、左側板部３３の前端縁から左側板部３３と直角に右方へ片持ち状に延
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出している。右前板部５２は、右側板部３４の前端縁から右側板部３４と直角に左方へ片
持ち状に延出している。左側板部３３からの左前板部５１の延出寸法は、右側板部３４か
らの右前板部５２の延出寸法よりも小さい。即ち、左前板部５１と右前板部５２は、左右
非対称である。左前板部５１と右前板部５２は、筒部３１の左右方向中央よりも左方にお
いて、互いに間隔を空けて左右に並んでいる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　［実施例４］
　本開示を具体化した実施例４を、図８を参照して説明する。本実施例４は、端子金具６
０の左前板部６１（請求項に記載の前板部）と右前板部６２を上記実施例１とは異なる構
成としたものである。その他の構成については上記実施例１と同じであるため、同じ構成
については、同一符号を付し、構造、作用及び効果の説明は省略する。
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